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当院の歴史と伝統である高度医療の中核をなす、がん診療では、最新放射線治療機器のトモセラピー導入
（全国3番目）、化学療法センター充実などハード面ばかりでなく、緩和ケア、がんサロンなどソフト面の充実も図っ
てきました。これからもがん診療における修学的治療を推進していきたいと思っています。

寄
り
そ
う
、

向
か
い
合
う
、

「
緩
和
ケ
ア
」。



　
昭
和
56
年
以
来
、
日
本
人
の
死
因
の
第
１
位

を
独
走
す
る「
が
ん
」は
、
現
在
で
は
２
人
に
１

人
が
か
か
る
と
い
わ
れ
る
。特
徴
的
な
症
状
と

し
て
、
早
期
か
ら
終
末
期
ま
で
の
ど
の
病
期
に

も
表
れ
る
痛
み
（
が
ん
性
疼
痛
）
が
あ
る
。原
因

や
表
れ
方
は
患
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、

痛
み
を
感
じ
る
と
、
ま
ず
身
体
を
動
か
す
こ
と

が
億
劫
に
な
り
、気
力
や
食
欲
の
低
下
、不
眠
な

ど
か
ら
、Q
O
L（
生
活
の
質
）
を
保
つ
の
が
難

し
く
な
っ
て
い
く
。ま
た
、
が
ん
は「
死
を
強
く

意
識
さ
せ
る
病
気
」で
も
あ
る
。治
療
へ
の
不
安

や
再
発
・
転
移
の
心
配
、
死
へ
の
恐
怖
な
ど
の

心
理
的
な
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
こ
と
で
、
精
神

的
苦
痛
を
多
く
の
患
者
が
経
験
す
る
。

　

が
ん
の
種
類
や
進
行
状
態
に
よ
っ
て
治
療

法
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、「
外
科
療
法（
手
術

や
内
視
鏡
に
よ
る
治
療
）」「
化
学
療
法
（
主
に

抗
が
ん
剤
に
よ
る
内
科
的
治
療
）」「
放
射
線
療

法（
放
射
線
に
よ
る
治
療
）」の
３
方
向
か
ら
の

集
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
行
わ
れ
る
場
合
が

多
い
。近
年
で
は
、
臨
床
試
験
と
科
学
の
進
歩
、

早
期
発
見
等
に
よ
り
、
が
ん
は
「
治
る
病
気
」、

「
延
命
や
生
存
期
間
を
長
期
に
延
ば
せ
る
病

気
」
と
な
り
、
慢
性
疾
患
と
し
て
扱
わ
れ
て
い

る
。と
な
れ
ば
、
患
者
本
人
と
家
族
の
意
思
を

尊
重
し
、
普
通
の
生
活
を
い
か
に
維
持
し
つ

日
本
人
の
死
因
第
１
位
。

が
ん
患
者
が
直
面
す
る

身
体
と
心
、
２
つ
の
痛
み
。

各
分
野
の
専
門
医
が
協
力
し
、

集
学
的
治
療
を
行
う
こ
と
で

根
治
・
延
命
を
め
ざ
す
。

呼吸器・腫瘍内科部長
緩和ケアチーム委員会委員長
がん診療推進委員会副委員長
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緩和ケアチーム委員会副委員長
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麻酔・集中治療部
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がんを受け入れ、がんとともに生きる。
そうした患者さんを支えるために、
急性期病院が提供する「緩和ケア」。



つ
、
前
向
き
な
気
持
ち
で
治
療
に
取
り
組
め
る

か
と
い
う「
Q
O
L
の
持
続
」が
、
非
常
に
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
く
る
。

　
が
ん
患
者
の
痛
み
や
苦
痛
を
取
り
除
き
、Q

O
L
維
持
・
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ
る
の
が「
緩

和
ケ
ア
」
だ
。こ
れ
は
終
末
期
の
み
で
は
な
く
、

診
断
直
後
か
ら
慢
性
疾
患
と
し
て
長
期
に
治
療

を
受
け
る
の
と
並
行
し
て
進
め
る
も
の
で
あ

り
、
が
ん
の
進
行
に
伴
う
身
体
的
・
精
神
的
・

社
会
的
な
苦
痛
の
緩
和
を
め
ざ
し
て
い
る
。緩

和
ケ
ア
で
は
、患
者
本
人
と
そ
の
ご
家
族
、そ
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が

チ
ー
ム
を
組
み
、
身
近
な
対
話
を
重
ね
る
こ
と

で「
一
緒
に
支
え
あ
う
」と
い
う
前
向
き
な
関
係

が
、
が
ん
治
療
の
効
果
を
高
め
る
と
見
込
ま
れ

て
い
る
。

◆

　
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
は
、
平
成
20
年
２

月
に
愛
知
県
医
療
圏
の
「
地
域
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
」に
指
定
さ
れ
、が
ん
医
療
の
充
実
を

図
っ
て
き
た
。そ
の
重
要
な
足
が
か
り
を
築
い

た
の
が
、
平
成
18
年
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
、
翌
平
成
19
年
に
正
式
発
足
し

た「
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
委
員
会
」の
存
在
。

　
副
院
長
・
長
谷
川 

洋
医
師
を
筆
頭
に
、
若
山

尚
士
医
師
、川
出
義
浩
薬
剤
師
、室
田
か
お
る
看

護
師
ら
、
緩
和
ケ
ア
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
勉

強
会
を
重
ね
て
き
た
有
志
を
中
心
に
発
足
。現

在
で
は
、臨
床
心
理
士
、医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
含
む
総
合
的
な
専
門
家
チ
ー
ム
と
し

て
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
型
の
回
診
を
精
力

的
に
行
っ
て
い
る
。

　
「
８
年
ほ
ど
前
に
呼
吸
器
内
科
で
始
め
た
勉

強
会
が
発
端
で
す
。そ
れ
が
病
院
全
体
の
取
り

組
み
と
な
り
、
地
道
に
勉
強
会
を
重
ね
て
い
く

な
か
で
、〝
自
分
も
〞
と
自
発
的
な
メ
ン
バ
ー

も
加
わ
っ
て
、
現
在
は
21
名
の
構
成
で
活
動
し

て
い
ま
す
。毎
週
水
曜
日
に
揃
っ
て
回
診
す
る

ほ
か
、
メ
ン
バ
ー
が
個
別
に
回
診
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。」（
若
山
）

　
棚
橋
順
治
医
師
は
麻
酔
科
医
。前
任
の
医
師

と
の
交
替
で
２
年
前
か
ら
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
に

参
加
し
て
い
る
。「
痛
み
の
緩
和
と
い
う
点
で

は
、
麻
酔
科
・
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
専
門
的

知
識
・
経
験
か
ら
役
に
立
て
る
こ
と
は
多
々
あ

り
ま
す
。患
者
さ
ん
の
訴
え
を
傾
聴
し
、自
分
の

特
長
で
あ
る
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
治
療
な
ど
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
、
成
績
も
向
上
し
て
き
て
い
ま

す
。」（
棚
橋
）

　
「
看
護
師
と
し
て
は
、
直
接
的
な
実
践
の
ほ

か
、チ
ー
ム
内
で
の
調
整
の
役
割
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、精
神
的
苦
痛
が
あ
れ
ば
精
神
科
医
に
、

社
会
的
な
面
で
問
題
が
あ
る
場
合
は
社
会
福
祉

士
に
、
ご
家
族
の
ケ
ア
が
必
要
な
ら
ば
臨
床
心

理
士
が
相
談
を
受
け
ま
す
。提
案
す
る
薬
剤
の

相
互
作
用
、禁
忌
な
ど
は
薬
剤
師
に
、と
い
っ
た

よ
う
に
、チ
ー
ム
人
数
は
多
く
、カ
バ
ー
で
き
る

領
域
も
幅
広
い
。そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
属
性
に

基
づ
き
、
専
門
的
な
意
見
を
出
し
あ
っ
て
的
確

に
対
処
・
応
用
で
き
る
と
こ
ろ
が
、
当
緩
和
ケ

ア
チ
ー
ム
の
特
長
と
い
え
ま
す
ね
。」（
室
田
）

　
患
者
の
Q
O
L
に
つ
い
て
、
痛
み
の
緩
和
を

通
じ
て
多
角
的
、
総
合
的
に
治
療
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
チ
ー
ム
的
な
体
制
は
、
急
性
期
病
院

に
お
い
て
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
と

な
っ
て
い
る
。

　
緩
和
ケ
ア
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
医
療
機

関
は
、全
国
的
に
も
増
え
つ
つ
あ
る
。そ
う
し
た

な
か
、名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
で
は
、治
療
に

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
が
関
わ
る
こ
と
で
、
が
ん
の

痛
み
に
対
す
る
病
院
全
体
の
除
痛
率
が
改
善
さ

れ
、
年
々
治
療
成
績
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い

う
成
果
が
得
ら
れ
始
め
て
い
る
。

　
「
急
性
期
病
院
と
い
っ
て
も
除
痛
の
ケ
ア
は

不
可
欠
な
だ
け
に
、
今
後
も
緩
和
ケ
ア
の
ニ
ー

ズ
は
高
ま
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。患
者
さ
ん
だ

け
で
な
く
、
院
内
職
員
の
関
心
や
認
知
度
も
今

以
上
に
高
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。」（
川
出
）

　
ま
た
、
退
院
し
て
在
宅
治
療
に
移
行
し
て
か

ら
の
外
来
診
療
を
み
る
と
、
充
分
な
対
応
を
継

続
で
き
て
い
る
ケ
ー
ス
は
、
ま
だ
ま
だ
一
般
的

に
多
く
は
な
い
。こ
れ
に
対
し
て
も
名
古
屋
第

二
赤
十
字
病
院
で
は
、
急
性
期
を
経
て
退
院
後

の
在
宅
治
療
患
者
に
も
対
応
す
る
べ
く
、
平
成

21
年
７
月
に
緩
和
ケ
ア
外
来
を
開
始
。さ
ら
に

平
成
23
年
５
月
よ
り
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
「
ひ
だ

ま
り
」
を
開
設
し
、
が
ん
患
者
同
士
が
語
り
合

い
、
支
え
あ
う
場
づ
く
り
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
年
々
増
え
続
け
る
が
ん
患
者
。患
者
本
人
の

心
身
の
痛
み
、家
族
の
思
い
と
向
き
合
い
、治
療

に
寄
り
そ
う
形
で
細
や
か
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
委
員
会
へ
の
期
待
は
、
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

それぞれの領域を超えてこそ、見えてくるもの。
がんの痛みの質や対処法、患者と家族の求めるQOLを
身近にふれあい、声を聴くことで、ともに乗り越える。

着
実
な
歩
み
が
確
実
な
成
果
へ
。

よ
り
継
続
的
な
ケ
ア
を
め
ざ
し
、

在
宅
の
外
来
患
者
に
も
対
応
。

終
末
期
の
み
な
ら
ず

長
期
的
に
患
者
本
人
と
家
族
を

支
え
続
け
る
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム

の
役
割
と
は
。



プラス α インフルエンザとは 強い全身症状、主に気道を侵し、強い感染力で短期間に流行が拡大する急性の伝染性感染症。

　2010年７月より進めていまし
た当院第１病棟外来部門の
改修工事が、本年３月、無事
完了しました。工事期間中、皆
さまにはご不便ご迷惑をおか
けいたしました。
　新しくなった外来棟では、各
診療科や部門ブロックを色や
記号で明示した案内表示、自
動再来受付機の１階への集
約、そして複数の診療科をまと
めた待合室の設置、さらには
待合室での診察室毎のモニ
ター表示など、多くの工夫をし
ています。これにより再診受診においては、まずはじめに自動
再来受付機そして次は各ブロック内での受付と、同じ場所、同
じルートでお進みいただくことができ、また、案内表示や診察室
毎のモニターによって、診察場所や待ち時間などをはっきり示
すなど、患者さんの「解りにくい」というストレスの軽減を図って
います。
　加えて、検査・採血室には、個人情報保護のために受付整
理番号での案内モニターを設置しました。モニターには目安と
なる待ち時間も表示し、ここでも解りやすさを工夫しています。

　小児科外来には、楽しいウォールペイントを施しました。これ
は名古屋市立大学の学生がボランティアで描いてくださったも
ので、小児科スタッフもストーリーづくりなどに参加しました。ま
た、ウォールペイントに合わせたオリジナル絵本も作製。通院す
るお子さんの気持ちが少しでも和らぐように工夫しています。

　当院には、慢性疾患看護やリンパ浮腫ケア、緩和ケアなど、
看護の高い専門知識や認定資格を持つ看護師が多数いま
す。そうした看護師による専門外来をこれまでも行ってきました
が、今回の改修工事では専用スペースを設置し整え、療養支
援やフットケア、発達支援など、さらに領域を増やし充実させて
いきます。

　今後は、職員一同、整備した環境を活かしたより良い医療
のご提供に、さらなる努力を重ねていきます。患者さんには、初
診時には紹介状をお持ちいただくなど、よりスムーズな診療に
ご協力くださいますようお願いをいたします。

リニューアルした外来で、これまで以上に患者さん第一の医療を提供します。

各所に「解りやすさ」を工夫。

小児科にウォールペイントと
オリジナル絵本。

看護師による専門外来を充実。

Par t
!八事日赤を

知ろう！

第１病棟外来部門の改修工事が
無事に完了しました。



プラス α 普通のかぜとの違い 39度以上の発熱、頭痛、関節痛、のどの痛みなど。気管支炎などを併発、重症化することも。

３月７日（水）、真冬を思わせ
る寒気のなか、春期消防訓
練を実施しました。今年は、
中京テレビの本多小百合ア
ナウンサーが昭和消防署の
一日署長を務めることとな
り、訓練に先立って、昭和消

防署の野田和義署長より委嘱状が交付されました。
訓練は、第３病棟５階デイルームから出火したという想
定でスタート。当院の自衛消防隊による初期消火と消防
署への通報、さらに自衛救護班による避難誘導と自衛
搬出班による非常持ち出し物品の搬出などを実施。そ
の後、消防車や消防ヘリなどが到着し、一日消防署長
の号令で消防士やレスキュー隊による消火・救出訓

練が展開され
ました。自衛消
防本部が設営
された当院正
面玄関前の広
場では、患者さ
んや地域の皆
さまが訓練の

様子を見守り、小さなお子さんからは「頑張ってー！」とい
う元気な声援も飛びました。
訓練後、一日消防署長は「病
院スタッフや消防士の機敏な
動きに感心し、皆さんのおか
げで万が一のときの安心安
全が守られているんだと実感
しました」と講評。最後は、訓
練参加者や見学者の皆さん
で炊き出し訓練の豚汁を試
食しました。

患者さん中心の医療サービスを提供するため、急性期
病院と回復期病院をはじめ、各医療機関が密接に連
携して、地域一体となった治療・リハビリテーションを行う
ことが必要です。当院でも、脳卒中や大腿骨頚部骨折
などで地域の医療機関と地域連携パスを導入するな
ど、早くから取り組んできました。去る２月15日（水）には、
当院の研修ホールで「第10回脳卒中地域連携パス合
同委員会」と「第13回大腿骨頚部骨折地域連携パス
合同委員会」を開催。症例検討後は意見交換や、新薬
の紹介、地域連携パ
スの改正告知を行
いました。今後も定
期的に会合を開い
て、最新の医療情報
を共有し、医療機関
同士の相互理解を
進めていきます。

１月11日（水）、研修ホールにおいて、愛知県文化振興
事業団主催の「オペラ訪問演奏」が開催されました。演
目は『蝶々夫人』や『カルメン』などで、テノールとソプラノ
の歌手のおふたりが客席のそ
ばで熱唱する場面も。当院で
のオペラの訪問演奏は初めて
の試みで、患者さんや地域の
皆さまは、病院で一流のオペ
ラに触れた興奮で、会場は大
いに盛り上がりました。

そのためには、定期的な見直し・改善を怠りません。

災 害
救 護

地 域
連 携

中京テレビの本多小百合アナが
一日消防署長として、
訓練の陣頭指揮を執りました。

地域の医療機関との連携を深め、
患者さんの早期社会復帰と
QOL向上をめざします。

地 域
交 流

初のオペラ訪問演奏で、
ホールは感動に包まれました。

地域の基幹病院として、
地域医療の安心安全を守りつづけています。

Par t
"八事日赤を

知ろう！



プラス α 予防と対策①

　我々検査技師が一番大切にして
いるのは「正確で迅速な検査」で
す。例えば採血の際には、氏名の確
認に加え、受付時に発行した整理券
と採血管のバーコードを照合するな
ど、二重三重の患者誤認防止対策
を実施しています。また、検査にかか
る時間や待ち時間を短縮するため
に、検査過程の自動化や採血室か

ら検体検査室まで血液などの検体
を直送するエアシューターを設置し
ました。さらに外来棟改修工事に伴
い採血ブースを９つに増設するな
ど、さまざまな工夫を行っています。

　当院では臓器移植の前には欠か
せないHLA型（ヒト白血球抗原型）
適合検査も実施しています。日本臓
器移植ネットワーク中日本支部の、特
定移植検査センターとしてこの検査
ができるのは東海3県では当院のみ

外出時、マスクと携帯用除菌ティッシュとガム持参。ガムをかむことで、唾液を出し、口内を殺菌。

で、愛知・岐阜・三重県内で臓器移
植が発生した場合、すべて当院が
24時間体制で対応しています。

　検査部門では、臨床検査技師（※）が医師の指示の下
に、大きく分けて3種類の検査を行っています。
①生体検査／心電図、脳波、肺活量、
　　　　　　各種エコー（心臓・頸動脈など）
②検体検査／生化学検査（血液検査）、
　　　　　　尿・便などの一般検査、微生物検査
③病理検査／病理解剖、がんなどの細胞検査
　これらの検査から、さまざまな病気の可能性を探り、疑い
のある病気の特定、あるいは病気の進行具合や治療の効
果などを知ることができます。
　今日では医学の進歩に伴い、検査ごとに高度な専門知
識と技術が必要であり、臨床検査技師の国家資格とは別
に、学会による認定資格が設けられています。当院でも、延
べ40名が超音波検査士など13種類の認定資格を取得して

おり、今後も検査精度の向上をめざして認定資格の取得を
進めていきます。

　数多い検査のなかでも、患者さんがよく耳にするものとい
えば血液検査でしょう。わずか数mlの血液から、赤血球数
やコレステロール、血糖、各種ホルモン、腫瘍マーカーなど
数十項目もの検査が可能で、さまざまな病気の診断・治療
で用いられています。当院では、大型の自動分析装置が３
台稼動しており、迅速に結果報告ができるよう、日々努力し
ています。

※臨床検査技師とは、病院などの医療機関において、血液
などの検体や、患者さんの身体を直接検査して病気の診断
や治療方針に必要な情報を医師に提供する医療職種です。

病気の有無や治療効果などを
さまざまな検査で調べます

最も身近で、応用範囲の広い
検査のひとつが血液検査

検査病理科より

「正確で迅速な検査」を
心がけています

東海３県の臓器移植で、
移植前の検査を担う

ここをチェック

医療技術部　技師長   伊藤　守

個人情報保護と待ち時間のご案内のため、整理券番
号を表示する大型モニターを設置

検査を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
生体・検体・病理検査で
診療をサポート

より専門性の高い知識と技術で
検査にあたります

T  O  P  I  C  S



プラス α 予防と対策②

　介護保険制度は、市区町村が運営主体になっている公的
な保険制度。国民が介護保険料を支払い、その保険料と公
費を財源として、介護を必要とする高齢者を社会全体で支え
る仕組みです。そのため、40歳以上になると誰でも介護保険
に加入し、保険料を納めることが義務づけられています。 
　介護保険のサービスを受けられるのは、65歳以上の方が
対象です（40～64歳で特定の疾病を持つ人も受けることが
できます）。介護保険を受給するには、市区町村の窓口で申
請し、介護保険の認定審査を受けます。認定のレベルは「自
立、要支援１、要支援２、要介護１、要介護２、要介護３、要介
護４、要介護５」の８分類。このうち、要支援以上と認められる
と、介護サービスが受けられます。なお、要介護度によって１
カ月に利用できるサービスの支給限度額が決まっており、在
宅サービスを受ける場合はケアプランの作成が必要です。

　介護保険は、制度見直しが５年に１回、報酬見直しが３年
に１回実施されています。平成24年度は介護報酬（解りやす
く言うと、介護サービスの価格）が改定され、今回の改定率
はプラス1.2％（在宅1.0％、施設0.2％）と発表されています。
　介護報酬の改定で国がめざしているのは、「高齢者が
住み慣れた地域で、医療・予防・介護・生活支援のそれぞ
れを、切れ目のない一体的なサポートとして受けられる地域
包括ケアシステムの確立」です。急速に高齢化が進むな
か、「施設中心から在宅介護中心へ」の移行を促すため
に、要介護度の高い人も住み慣れた町で在宅生活を継続
できるようなサービスの充実をめざしています。ただ介護
サービスを利用する側からすると、介護報酬の引き上げは
保険料や利用料の増額にも繋がります。この地域の介護
サービス体制がより良い方向へ発展していくかどうか、一
人ひとりが関心を持って注目していくことが大切です。

細菌に対抗する「カテキン」を含む緑茶などを飲む。のどの奥まで行き渡らせ、のどを殺菌。

　山手会とは、28の個人タクシーと3つ
のタクシー会社で構成している会です。

発足したのは25年程前で、当時は病院
前のタクシー乗り場に一台もタクシーが
いない場合や、路上で長時間客待ちの
列を作るなど、患者さんや近隣にお住ま
いの方にご迷惑をおかけすることがあり
ました。そこで、タクシー・ドライバー同士
で話し合い、患者さんの利便性の向上
と、ドライバーのマナー改善に取り組む
自主組織を作ることになったのです。山
手会では、患者さんに配慮した安全な
運行などを義務づけた会則を作り、乗り
降りの際のきめ細かいサポートや丁寧
な接遇を呼びかけて、会員ドライバーの
質の向上に努めています。
　また、待機タクシーの台数調整を会
員同士がトランシーバーを活用して

行っています。今後も病院のタクシー乗
り場を安心してご利用ください。なお、タ
クシーに忘れ物をされたときは、名古屋
第二赤十字病院へお電話いただけれ
ば病院から山手会へ問い合わせが入
ります。該当するものがあれば、改めて
こちらからご連絡をいたします。

介
護
保
険
制
度

山手会　会長
犬飼 昌一

副会長
塚本 恵則

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

利用者

市
町
村

要
介
護
認
定

居宅介護
支援事業者

要介護認定審査前 要介護認定後

在宅
サービス

施設入所

直接申し込み
も可能

直接申し込み
も可能

在宅
サービス
事業者

●家庭に訪問するサービス
●日帰りで通うサービス
●施設への短期入所サービス

介護保険
施設

●介護老人福祉施設
●介護老人保健施設
●介護療養型医療施設

町とつながろう！

～山手会から～

タクシー・ドライバーの
マナー向上に努めています

介護が必要な高齢者を
社会全体で支える仕組みです

平成24年度介護報酬改正
国がめざす介護システムとは…

医療の
仕組み
を知ろう！



　１月５日、ハイチ共和国へ派遣され
る山之内千絵看護師の出発式が行
われました。ハイチ共和国は2010年１
月に発生したマグニチュード7.0の大
地震で31万人が亡くなり、国民の５分
の１にあたる200万人が被災しました。
国は未だ復興途中で援助の手を必要
としています。山之内看護師は、フィリ
ピンやタンザニアなど海外派遣の経験
を持ち、昨年３月の東日本大震災で救
援事業にも参加したベテラン。「現地
の人たちが自主的に保健事業を確立
する手助けをしたい」と自ら希望し、派
遣が決まりました。派遣期間は７月まで
の６カ月。国際赤十字・赤新月社連盟

の要員として、復興事業が思うように
進んでいない現地での医療基盤の強
化を中心に活動する予定です。

2012年１月７日～７月11日
ハイチ大地震被害者支援事業
山之内千絵（看護師）

震災から1年が過ぎ、これまで信じていた
「ふつう」が揺らいだ昨年度でした。そし
て今だからこそ読まれる誌面への変革を
行い「Future8510」で表現するとともに、
あたらしい風を入れて取り組みます。日本
が早くふつうの生活に戻ることを誌面を
通して多くの人に伝えていきたい。
■名古屋第二赤十字病院 企画課
メールアドレスkikaku@nagoya2.jrc.or.jp

当院ではより良いサービスを提供するため、
患者さんはじめ一般の方々に向け「Web
メールモニター」を募集しています。募集人
数は100名、モニター期間は2012年４月～
2014年３月を予定、謝礼はアンケート回答１
回につき図書カード（500円分）です。応募
方法、応募資格については、ホームページ
（http://www.nagoya2-community.net/
monitor/）でご確認ください。
お問い合わせは名古屋第二赤十字病院
企画課（☎052-832-1121）まで。皆さまの声
をお聞かせください。

２月18日、研修ホールで八事脳卒中市
民公開講座を開催しました。４回目とな
る公開講座は年々注目度が高まり、今
回の参加者は200人を超えました。石川 
清院長は開会にあたり「市民公開講座
は当院のホスピタルミッション活動の一
つ。災害救援、国際救援と同じく重要な
ものと捉えています。生死に関わる脳卒
中について、正しい知識を学んでくださ

い」と挨拶。続いて神経内科　横井 聡
医師が「どうして脳卒中になるの？」と題
し、一人の人物の生活習慣を例に脳卒
中の起こるプロセスを解りやすく解説、
脳卒中にならない秘訣を講演しました。
その他にも、薬物、運動、食事などの療
養法、外科治療を各領域のスペシャリス
トが紹介。参加者の質問にも丁寧に答
え、充実した講座となりました。

日時：6月16日（土） 14：00～16：00
場所：3病棟1階研修ホール 
内視鏡治療、手術方法、薬物治療や栄
養についてなど胃がんのいろいろを分
かり易く説明します。参加無料

１月21日、研修ホールで八事ほねを守る
会による市民公開講座が開かれまし
た。今回は「骨粗鬆症」をテーマに講
演。会場の外には骨密度を測る特設体
験コーナーを設置し、来場者の関心を
引いていました。

３月３日、加藤化学記念ホールで「じん
ぞう教室」を開催しました。今回はCKD
（慢性腎臓病）についての講演と、医療
費や福祉制度の説明を行いました。
CKDの予防と治療には正しい知識が
必要です。今後も継続的に開催してい
きますので、ぜひご参加ください。

「現地医療の手助けをしたい」。
山之内看護師、ハイチへ派遣

国際医療救援活動

編 集 後 記

Webメールモニター募集

ハイチ

市民公開講座
「がん治療の『わからない』を
聞いてみよう」〈胃がん編〉

八事ほねを守る会
市民公開講座

第９回 じんぞう教室

脳卒中の正しい知識、予防法を解りやすく紹介

八事脳卒中  市民公開講座

 I N F O R M A T I O N

〒466-8650 名古屋市昭和区妙見町２番地の９
企画課 TEL 052-832-1121 内線 51141 メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

派遣状況




